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　特別企画　今、注目の食品微生物の検査を追う！

作成日：2017/10/22　19:14:33
試験管アドレス：A-6
検体名：牛乳171021-5
検査時間：20時間0分
設定温度：35.0℃（最低温度：34.9℃、
最高温度：35.1℃）
検査開始時刻：2017/10/21　　
23:14:33
検査終了時刻：2017/10/22　
19:14:33
検査結果：不合格
濁り検出時間：2017/10/22　
08:54:03
ダーラム管浮上時刻：2017/10/22 
11:51:15

図6　判定結果の自動保存が可能。すべての検査結果がPDFで保存されるので、面倒な入力作業がなくせる。

測定終了
異常なし合格

測定中
ダーラム管浮上

測定中
濁度検出

測定中
異常なし

図 5　表示パネルは、検査状況や結果が直感的に一目でわかるようにデザインされている。

検査用具に使用される材質変更を組み合わせるこ
とで、大腸菌・大腸菌群の公定法検査を自動化す
ることができました。
　この装置で得られた菌の増殖データを解析する
ことで、従来、目視検査ではできなかった乳糖分
解菌・非分解菌の分類もできるようになり、他の

検査への応用も期待できます。本検査システム
は、公定法検査の迅速かつ確実な自動検出装置と
して、今後、広く利用されることが期待されます。
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LB培地BGLB培地EC培地

図7　装置の仕様と用具

培養 培養培養

EC培地
（糞便系大腸菌用）
BGLB培地

（大腸菌群用）
BTB加LB培地

（大腸菌群用）
LST培地

（大腸菌群用）

品名 品番

200本

200本

200本

200本

品番

LM003

LM004

LM005

LM006

オイルバスヒーティング方式
室温＋5℃～50℃
±0.2℃（マイコンPID制御）
RTD：測温抵抗対CA
AC100Ｖ 50/60Hz
200VA
約W470×D420×H276mm
30kg

加温方式
培養温度範囲
温度調節精度
センサー
電源
消費電力
外形寸法
重量

項目 説明

サーバ 送信 サーバのホスト名を設定します。

ポート番号 サーバのポート番号を設定します。

メールアドレス 送信元メールアドレスを設定します。

ユーザ 送信元ユーザ を設定します。

パスワード 送信元パスワードを設定します。

濁り発生時の警告メールを送信する 濁り発生時に警告メールを送信するかどうか設定しま

す。チェックを付けると警告メールを送信します。

メールアドレス 送信先メールアドレスを設定します。

送信有無 対象のメールアドレスに対して警告メールの送信有無を

設定します。

図8　警告メールは最大10個のメールアドレスに送信できる。判定だけのために夜勤勤務や休日出勤
　　  することをなくすことができる（警報通知があった時だけ）。
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